
　飯舘中学校の文化祭「赤蜻祭」が真

新しい中学校体育館で行われました。

　この日は体育館の落成披露も兼ね

て行われ、開会セレモニーの後に中

学校が今年取り組んできた仮設住宅

訪問についての発表、クラス対抗の

合唱コンクール、特設部による和太

鼓・ダンスよさこい・合唱の発表が

行われました。「ありがとうから～未

来へ～」のテーマの通り、これまでの

支援を力に、のびやかに発表を行う

生徒たちに、来訪者から惜しみない

拍手が送られました。訪れた保護者

は「素晴らしい発表。体育館ができ

たうれしさが伝わってきました」と

感想を話していました。

　間伐材製品を公共施設等に設置する県の「ほっと

スペース」創出事業の一環として、県産材を使った

本棚 10 台が飯舘中学校に贈られました。県産の杉

材を使ってこの本棚を製作したのは県立福島工業高

校・建築科の生徒の皆さん。代表で来校した佐藤勇

太さんからは「木材のやさしさを感じながら学校生

活を送ってください」とあいさつがありました。中

学校の学習委員長を務める末永葉月さん（３年生）

は「仮設校舎のため図書室がありません。いただい

た本棚に本を並べて、たくさん読んでもらえるよう

にしたいです。大切に使わせていただきます」と感

謝の気持ちを伝えていました。

▲合唱コンクールで金賞を受賞した３年２組の情感のこもった
　ハーモニー

学習委員会
の代表が目
録と木製の
色紙を受け
取りました

▲

大きな本も
入るゆった
りサイズで
木目が美し
い本棚

▲
和太鼓部の力強いリズム。支援で
頂いた揃いのＴシャツはコシノヒ
ロコさん・小篠ゆまさんデザイン

▲
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広い体育館いっぱいで感謝を表現！

飯舘中学校「赤蜻祭」
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教
育
相
談
申
し
込
み

飯
舘
中
学
校
☎
０
２
４-

５
７
３-

１
１
６
１

幼
児
、
小
学
生
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

飯
舘
中
学
校
の
呼
び
か
け

に
応
え
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
、
忘
れ
た
く
な
い
日
本
の

言
葉
「
日
本
人
の
忘
れ
も
の
」

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
校
生
徒
に
よ
る
予
備
審
査

を
経
て
、
本
審
査
で
は
、
村

の
「
ま
で
い
大
使
」
で
も
あ

る
俳
人
の
黛
ま
ど
か
さ
ん
、

元
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表

の
増
田
明
美
さ
ん
、
ラ
ジ
オ

福
島
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
菅
原

美
智
子
さ
ん
、
建
築
家
の
佐

川
旭
さ
ん
と
実
行
委
員
の
生

徒
た
ち
が
思
い
を
述
べ
合
っ

て
選
考
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
を
刻
ん
だ
石
碑

は
仮
設
校
舎
・
昇
降
口
前
に

設
置
さ
れ
、
将
来
村
に
戻
る

際
に
は
本
校
に
移
設
し
て
後

輩
た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
世
代
の
作
品
か
ら―

　

い
つ
も
地
球
に
桜
あ
り　

　

明
日
は
か
え
ら
れ
る

　

お
か
え
り
と
た
だ
い
ま　

　

可
能
性
は
無
限
大

　

強
く
優
し
い
日
本

　

歩
い
た
跡
が
道
と
な
る

　

上
を
向
い
て
歩
こ
う

　

前
へ
！
一
歩
前
進

　

共
に…

　

新
し
い
未
来
へ
続
け

　

あ
の
日
の
記
憶
。

（
以
上
11
作
品
）

一
般
の
作
品
か
ら―

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

お
か
げ
さ
ま
で
す

　

為
せ
ば
成
る

　

足
る
を
知
る

　

お
天
道
様
が
見
て
ご
ざ
る

　

お
互
い
さ
ま
で
す

　

天
知
る 

地
知
る 

我
知
る

　

お
す
そ
わ
け

　

和
を
以
て
貴
し
と
な
す　

　

ま
で
い
な
く
ら
し
と
心

　

笑
う
門
に
は
福
来
る

　

温
故
知
新

（
以
上
12
点
）

「お天道様」という言葉は祖母から聞
いていたという渡邊栞さん（写真左 ・
２年生）「過去を見直して未来に向かっ
ていける言葉が、うれしかったです」

西川茜衣梨実行委員長（写真右端 ・
３年生）「忘れていた言葉、知らなかっ
た言葉もありました。次の世代につな
いで、未来に向かって歩き始めます」

あ い り

日本人の忘れもの日本人の忘れもの
2,500 点を超える応募から

23 点の入賞作品が決まりました
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